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短 報

乳がん患者のためのピアサポート活動

｢聖路加スマイルコミュニティ｣の実績報告

一乳がん体験者ボランティアと看護専門職の

協働的パートナーシップによる取り組み一
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〔Abstract〕

A woman whohadparticipatedintheformersupportprogram forwomenwith breastcancerrun

bySt･Luke'ScouegeofNursmgResearchCenterforDevelopmentofNursmgPracdceurgedusto

developanew supportservice･Becausesheandtheotherpadentssufferedfrom feelingsofisolation,

theyneededtotakwith womenwhohadsimilarexperiencesformutualsupport.Wehadopportunides

todiscusshow tomakearealisdcplan from thisideawith breastcancersurvivorsIA conaboradve

partnership with breastcancersurvivorvolunteersand medicalprofessionalswasdeveloped and

providedthesupportservice･

Westartedabi-monthlypeersupportservice,̀St･Luke'sSmileCorr-unity',forwomenwith breast

cancerwhohadconcemsassociatedwith breastcancer,from October2008thLOugh July2010,that

servedatotalof28breastcancerpa白ents(1beforesurgeryand27aftersurgery)In eaverageageof

pardcipantswas49･82years,themajorityofwhom (n=16)hadcompletedsurgerylessthanoneyear

agoIParticipantresponsesWeregenerallyposidve･However,westiuneedto:(1)establishasystem for

con血uingthissupport services;(2)review andstrengthenthemanagementsystem and(3)con血ueto

upgradevolunteer'scorr-unicadonskills.
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〔要 旨〕

聖路加看護大学看護実践開発研究センターではナースクリニックとして乳がん女性のためのサポートプログラ

ムを開催している｡プログラム参加者の提案をもとに,乳がん体験者と看護専門職との協働的パートナーシップ

により新たなどアサポート活動を構築した｡この提案は,仲間と出会う前に,乳がん体験により孤立感を感じ同

じ体験を持つ人に誰にも言えない気持ちを話したいと感じた経験に基づくものであった｡

2008年10月より,研修プログラムを受講した先輩乳がん体験者ボランティアと看護専門職が協働し,悩みを

持つ乳がん患者のためのピアサポート活動 (｢聖路加スマイルコミュニティ｣)を開始した｡月に2回の塀度で相

談活動を行い2010年7月末日までに28名の乳がん患者 (術前1名,術後27名)が利用した｡利用者の平均

年齢は49.82歳,利用時期は術後 1年未満が最も多く16名であった｡利用者の反応はおおむね良好であったが,

今後は (1)活動を維持するための体制づくり,(2)運営体制の見直し,(3)ボランティアのスキルアップが求

められている｡

〔キーワーズ〕 乳がん,ピアサポート,コミュニティ,ボランティア,協働的パートナーシップ

Ⅰ.はじめに

近年,わが国における乳がん曜患者数は年々増加して

いる1)｡乳がん患者は,治療の副作用,再発や病状の進

行-の不安,ボディイメージの変化,仕事-の復帰のタ

イミング,周りの人々にどう自分の病気を伝えるかといっ

たコミュニケーションなど,乳がんであることや治療を

受けることに伴い生じる様々な悩みに対処しながら生活

しなければならない｡

このような患者に対する心理･社会的な側面への支援

においてサポートグループの有用性が実証されている2)0

本学でも聖路加看護大学21世紀 coEプログラムでの

市民主導型の健康生成を目指した市民が主人公のケア :

people-CenteredCareの創生に向け ｢乳がん医療を受

ける女性が主人公となる F患者中心のがん医療システム｣

の開発｣3)の一環として,2004年から ｢乳がん女性のた

めのサポートプログラム｣を開催し現在も継続している｡

このプロジェクトでは,乳がん体験者と専門職とのパー

トナーシップ形成に向けサポートプログラム参加者の中

から運営に参与する乳がん体験者 (以下コアメンバーと

する)を募集し定期的にミーティングの開催を試みた｡

コアメンバーはよりよいプログラムに向けての意見を提

示するパートナーとして徐々に力を発揮した｡さらに

｢このサポートプログラムに参加して元気がもらえた｣

｢今度は自分が他の患者に元気をあげる番だと思う｡月

に1度のこの会だけでなく悩みを抱えた人がふと気軽に

立ち寄り,同じ体験を持つ私たちに生活上の工夫につい

て質問でき,誰にも言えない気持ちを自由に話せる場所

を作りボランティアとして活動したい｣という乳がん体

験者自身のまなざしから新たなケア提供への提案が出さ

れるまでになった｡

この提案の実現に向け乳がん体験者と看護専門職によ

る意見交換を重ねた結果,先輩乳がん体験者がボランティ

アとして悩みを抱えた乳がん体験者のサポートを専門職

と協働で行うピアサポート活動 (F聖路加スマイルコミュ

ニティ』)を構築し2008年 10月より活動を開始した｡

本稿では乳がん体験者との協働的パートナーシップに基

づくピアサポート活動構築までの歩みとピアサポート活

動の実際および今後の課題について報告する｡

ピアサポート活動構築までの経緯は,乳がんサポート

プログラムコアメンバーとの会議録やワーキンググルー

プの会議録をもとにピアサポート構築までのプロセスと

その方法や内容を整理した｡活動開始後の実績は,利用

者に同意を得た上で記載した記録から,個人が特定され

ないよう配慮し利用者の背景と相談内容をまとめた｡

Ⅰ.乳がん体験者との協働的パー トナーシップに

基づくピアサポー ト活動構築までのプロセス

1.活動のビジョン･方向性 ･内容の検討

活動の立ち上げに関心のあるコアメンバーと乳がん女

性のためのサポートプログラムに関わる看護専門職から

なるワーキンググループを立ち上げ,活動のビジョン･

方向性 ･内容の検討を行った｡2007年 1月にアイディ

アが出された後,どのような活動を目指すのか意見を出

し合うミーティングを行い,活動の利点,ボランティア

として相談を受ける際の心配事や留意点を話し合ったD

また,既存の乳がん体験者によるボランティア活動支援

を行っている看護専門職者より講義を受けボランティア

の心得を理解し具体的な内容を検討した｡コアメンバー

の意見は検討を重ねるにつれサービスを利用する立場か

らの理想的な意見から,ボランティアとしてサービスを

提供する立場からの現実的な意見-と変化していった｡

結果として,ボランティアとして活動するには知識を得
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表1 乳がん体験者ボランティアへの教育内容

学習テーマ 学習方法

Par【 l ボランティアとしての基本的知識.態度.役割 講義とディスカッション

Part lI 乳がんの病態や治療に関する基本的知識と健康資源 講義とディスカッション

Par【 lll コミュニケーション技術や支援者としての態度 1 講義とディスカッション

表2 年齢別利用者数

年 齢 人数 n-28
40歳未満 0 (0%)
40歳以上50歳未満 17 (60.1%)
50歳以上60歳未満 7 (25.0%)
60歳以上70歳未満 4 (14.2%)

表3 利用者の相談内容件数

(1人の利用者につき相談内容は複数あり)∩-28

相 談 内 容 のベ相談件数

気持ちの持ち方について 21
治療の副作用について 18
同じ手術や治療を受けた人と話したい 18
治療と生活について 15
仕事について 12
術後の治療について ll
家族や友人との関わり方 ll
医師.看護師との関わり方 9

乳房再建について 5
乗用.経済的なことについて 5

る必要があること,定期的な開催のためにはボランティ

ア数の確保が必要であること,誰がいつボランティアを

行うかなど全体を把握する取りまとめ役を決め組織を作

る必要があることなどが明らかとなり,乳がん体験者ボ

ランティア獲得と育成,組織づくりの検討へ進んだ｡

専門職が乳がん体験者と協働する上では,専門職側の

価値観や考えを押し付けることなくメンバーの考えを引

き出すこと,そのためにはじっくりと話を開き,時には

待つこと,必要に応じて医療の現状や限界からかけ離れ

ていないかを見極め専門職としての意見をしっかりと伝

えることに努め,協働的パートナーシップの体制として

対等な関係が維持できるように関わりを持った｡

2.乳がん体験者ボランティアの獲得と育成

ワーキンググループでの意見交換を踏まえ ｢乳がん女

性のためのサポートプログラム｣参加者に,本活動の概

要とボランティア参加は自由意思であることを説明した

上で新たにボランティアを募集した｡2007年 10月から

2008年3月にかけてワーキンググループメンバーとボ

ランティア希望者合わせて16名を対象に計4回の講義

写真 1 相談時の様子

およびロールプレイングによる体験学習を行った (秦

1)｡この教育内容はワーキンググループから出された意

見と既存の乳がん体験者ボランティア活動4)におけるボ

ランティア教育プログラムを参考に作成した｡

3.組織づくりの検討

ボランティアの組織づくりでは,ボランティアの意見

の取りまとめ,専門職との連絡調整,活動開始後のシフ

トの調整などの役割を担う代表者を複数名決定した｡ま

た,専門職の組織づくりでは,乳がん体験者ボランティ

アの活動が医療の一端を担えるサービスとなるよう聖路

加国際病院プレストセンターの医師および看護師複数名

と意見交換を行い,専門的な立場から留意することやフォ

ローアップ体制について話し合い,ボランティアメンバー

にフィードバックした｡さらに双方が顔合わせを行い運

営の方法について話し合い,合意を得た上で活動の方針

や具体的な内容を決定した｡

4.具体的な活動内容

ボランティアや医療専門職との意見交換により具体的

な活動内容を導き出した結果,本活動は ｢乳がんになっ

ても治療と生活を上手に両立させながら笑顔で毎日が過

ごせるように｣との願いを込め F聖蕗加スマイルコミュ

ニティ』と名づけた｡8-10名程度のグループ構成で体

験者同士が話し合うサポートプログラムと違う,一人ず

つ時間を確保し先輩体験者 (乳がん体験者ボランティア)

と治療への対応や生活上の工夫などについて自由に話が

できる個別相談を行うこととした｡これは ｢サポートプ

ログラムではさまざまな意見や体験が聞けることはよい
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図1 3つ折リーフレットとPRポスター

ことであるが,人数が多く自分の聞きたいことが十分に

開けないこともある｣といったコアメンバーの体験に基

づくものであった｡

相談体制は,体験や知恵に幅がでるよう乳がん体験者

ボランティア2-3名と看護専門職1-2名が対応するこ

ととした｡看護専門職は,正しい情報が提供されている

かを確認し必要に応じて修正しボランティアが安心して

話ができるよう参加することとした く写真 1)0

広報は,聖路加国際病院ブレストセンターおよびオン

コロジーセンターにチラシやリーフレットを置き (図

1),看護ネット上に情報を掲載した5)｡また,予約制と

し聖路加国際痛院ブレストセンターの看護師が予約の窓

口となるよう体制を整えた｡

相談を受ける際にボランティアは,利用者に相談内容

の統計をとるために記録すること,個人が特定されない

ようにまとめることを説明し,同意を得た上で相談内容

を記録することとした｡個人情報保護のために記録はそ

の場で記載し家に持ち帰らないこと,メモも持ち帰らず

にシュレッダーにかけることを周知徹底し,記録フアイ

ルは鍵のかかる棚に保管した｡また,今後の活動に役立

てるために意見カードを利用者に手渡し,無記名で返送

してもらうこととした｡

Ⅱ.活動の実際

本活動は,前述したプロセスを経て2008年 10月30

日から開始した｡活動開始から2010年7月末日までの

活動状況を以下に述べる｡

1.活動実績

2008年 10月30日から2010年7月31日までに計40

回開催した｡うち計27回ゲストの利用があり,延べ31

名が利用した｡複数回利用者 (2回利用2名,3回利用1

名)がいたため,利用人数としては計28名 (術前 1名,

術後27名)であった｡

利用者の年齢は40歳代が最も多く (17名),次いで

50歳代 (7名),60歳代 (4名)であり,40歳未満およ

び70歳以上はいなかった (平均年齢49.82歳)｡利用時
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期は術後1年未満が最も多く (16名),次いで術後1年

以上2年未満 (8名)が多かった (表2)0

相談内容の単純集計により最も多かったのは乳がんを

寝息してからの ｢気持ちの持ち方について｣(21件)で

あった｡次にホルモン療法など長期間継続しなければな

らない ｢治療の副作用について｣ (18件)であり,｢同
じ手術や治療を受けた人と話がしたい｣(18件)と相談

に来る利用者も多かった (表3)0

利用者の無記名意見カードからは,同じ体験を持つボ

ランティアと話ができてよかった,乳がんであっても元

気な姿を見て安心したなどの意見が多くおおむね良好な

反応であった｡乳がんと診断され治療開始から間もない

利用者の中には,体験者と話をするのが初めての利用者

もおり,誰にも言えずにいた本音を涙で語る場面もあっ

た｡多くの利用者はボランティアとなごやかな雰囲気で

体験や知恵を分かち合っていた｡

2.乳がん体験者ボランティア教育とボランティア登港

活動開始後の2009年に第2期のボランティア募集を

行い希望者に対しボランティア教育を実施した｡ボラン

ティア登録人数は2008年度 16名,2009年度 17名,

2010年度 15名 (2010年7月末日現在)であった｡1年

毎の更新時に体調や家族の都合などで辞退するボランティ

アがいたが,新たな募集によりボランティア数を維持す

ることができた｡ボランティアメンバーはサポートプロ

グラム終了後にミーティングを開催し,活動状況の共有

や運営に関する連絡事項 ･意見交換を行った｡また,辛

年ごとの任期で主にシフト調整とメンバーとの連絡調整,

スタッフとの連絡調整を行う係 (2-4名)を設けた｡

多数のボランティアメンバーが順番に運営に関わる経験

を持ち現実的な意見交換ができたが,一方で負担を感じ

るメンバーもおり,運営体制の見直しが必要となった｡

相談の場で看護専門職は,乳がん体験者ボランティア

が利用者の話を聞くことで気持ちの揺れや負担を感じて

いないか確認しながら振り返りを行い,利用者-の対応

に対するフィードバックやフォローを行った｡

Ⅳ.考察および今後の課題

乳がん体験者の声から乳がん体験者自身が必要とする

ケアサービスを構築し実践する上で,試行錯誤と話し合

いによるプロセスは重要であったと考える.Lurieら6)に

よれば,専門職者と非専門職者との間における協働的パー

トナーシップの特徴は,｢(1)力を分かち持つこと,お
よび専門知識とわざの伝え合い,(2)双方の合意に基づ

く患者中心の目標の追求,(3)すべてのパートナーの積

極的な参加と合意を要する流動的な過程｣の3つである｡

この3つの特徴ははじめから安定した形で維持されるも

のではなかった｡話し合いを重ねてお互いの考えを知る

ことを通して,少しずつ協働的パートナーシップの関係

性-変化していったと考えられる｡この協働的パートナー

シップによる試みから看護師には伴走者としての役割が

あり,患者には間違を解決する方法を見出し実施するう

えで必要不可欠なパートナーとして重要な役割があるこ

とが確認できた｡

また,利用者は40-50歳代の仕事や家庭で責任を持

ち役割を担う世代で,治療開始から1年未満の乳がん体

験者と話をした経験がない者が多い傾向にあった｡本活

動は,他の体験者と出会い,乳がんであっても元気に過

ごせることを知るきっかけとなり,がんサバイバーシッ

プへの一歩を踏み出す支援につながると考える｡さらに,

乳がん体験者ボランティアが自分自身の乳がん体験を活

かし,不安や悩みを抱えている乳がん患者の生きること

への力添えの一端を担うことは充実感を得ることにつな

がるであろう｡

本活動における今後の課題は,活動を維持し安定した

形で提供するための体制作り,運営体制の見直しと強化,

ボランティアのコミュニケーションスキルの向上などで

あると考えるO今後も,ボランティアメンバーと話し合

いながら課題を解決し双方に成長を遂げるよきパートナー

としてあり続けたい｡
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